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自動車が走行時に受ける走行抵抗の中で

も空気抵抗の抗力成分は高速走行時に全抵

抗の 70％を占め、揚力成分は走行抵抗の増

加や安定性の悪化が生じる。そのため、自

動車の消費エネルギーを低減するために、

空気抵抗を理解することは一番大きな要素

の一つである。しかしながら学生が車体の

空気抵抗に触れる機会は少ないのが現状で

ある。また、ものづくり離れから自ら考え

て設計・製作したモノを実際に実験する機

会は多くない。そこで、PDCA サイクルの

ものづくりの体験的学習として、小型車体

の設計・製作・実験を目的としたものづく

り実験を試みた。 

 

 

 

 

 

 

前節では、小型風洞装置を改良し、実際

の走行環境を再現し、数名の学生に試授業

を行い、計画の妥当性を得た。今節では、

実際に高専 3 年生の半期科目に試みた。 

設計は３DCAD で行い、３D プリンタに

より、設計図と同等の形状の製作が可能で

なる。ガイダンスと空気抵抗に関する講義、

CAD の使用方法の講義を授業の 1～3 回ま

で行った。設計には 7 回の授業時間をとり、

製作は一台あたり 2～5 時間ほどであるた

め、授業内で学生全員分の製作を終えるの

は厳しい。そのため、授業以外の時間を使

用し、車体の製作を行った。時間配分を以

下のようにまとめた。 

表 1 授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計ソフトは Fusion360 と Aotodesk Inventor

を用いた。空間認識力のある学生や 3 次元の設

計力がある学生にはサーフェスで曲面設計に

トライさせ、設計に自信がない学生にはソリッ

ドで設計を行わせた。これにより、上記表の計

画が可能となった。授業フローを図 2 に示す。

製作車両を図 3 に示す。学生により様々な形状

を設計・製作しており、自ら消費エネルギーを

考えて行うものづくり教育ができている。 
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図 1 消費電力と速度の関係性 
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授業計画 / 授業回数 1 2 3 4 5 6～12 13 14
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図 2 授業フロー 

図 3 製作モデル 
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